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滅菌保証ֲ״ׄכ
䝕罏様に㸜Ⰻな㐻勞をお㾈ֽするたにも日常的に滅菌噟の颵を鐰⣣し記ꐮを婍すことが

ꅾ要です。本ⱁ㶨には5. 滅菌保鏾醡ㅷをこれから使用するにあたって必要な䞔㜠、手順が

䲓鯹されています。5. 滅菌保鏾醡ㅷ（生物学的イン؛آータ、⻉学的イン؛آータ）を

上手に崞用して日々の噟に滅菌保鏾の统䢪を取り入れまし׳う。
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鏣置ַ生物学的インジケータの判定穠卓 の然钠דת
オートリーダーの
準⪒

滅菌㐻の
⡲⹛ؙحؑث

生物学的インジケータ
の㛅균䩛갫

生物学的インジケータ
判定穠卓の然钠

オートリーダーの
準⪒

滅菌㐻の
⡲⹛ؙحؑث

生物学的インジケータ
の㛅균䩛갫

生物学的インジケータ
判定穠卓の然钠
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㔿㹀ׁ劻װ啟וז㸜㹀׃㜥䨽ח鏣縧ג׃
կְֻׁ
ח㜥䨽ז㸜㹀♶ךוזٝ؞ٙךֹ➰٦ةأٍؗ
鏣縧ׅך٦ٓؒה⾱㔓ׅתזחկ

䓼ְꨵ煁㜥佝א鄲縧ך鵚ֻ湫㼗日⯔וז䓼ְ⯔֮ך㜥䨽

彊⪒⚥

䮶⹛♳װ♶㸜㹀ז㜥䨽

彊⪒㸣✪

姻の؍رスプレイにչ$1պה邌爙されתすկ
ꨵ彁Ⰵה֮ �0 ⴓ玎䏝ד $1 կׅד✪彊⪒㸣邌爙ָ嶊ִך

岣䠐✲갪 以♴のזֲ״橆㞮に鄲置鏣置ז׃いֻדさい

滅
菌
準
備

滅
菌
工
程
終
了

1 瑞の滅菌㐻に #I ה $I カーس入れֻגさい1 㸜定׃〴の上に鄲置置いֻגさい

2 オートリーダーのプラグꨵ彁に䊴׃鴥ֻדさい

3 滅菌ָ㸣✪׃、#I ה $I カーֻג׃⳿》سさい

4 ׃⳿》 #I おן״ $I カーָس♴鎸のֲ״に㢌化ג׃いる
さい然钠ֻהֿ

2 滅菌スタートֻג׃さい

生物学的
インジケータ（#I）

ンؙؾ
（滅菌）

化学的
インジケータ（$I）

カーس

生物学的
インジケータ（#I）

ラؐンـ
（滅菌䖓）

化学的
インジケータ（$I）

カーس

랲ך؎ָؙٝ筮葿ך
걄㚖חⵋ麦לְג׃

さ呓ׅד

˟�徦蝑湫䖓ך #*ծ$* կׅת㜥さְָ֮גזח넝庛כس٦ؕ
խחוֽװ�岣䠐ְֻׁג׃⳿》ג׃



3

滅菌直後の BI は넝温になっている場合が
ありますやֽどに岣䠐してください
10 分程度㹓温でⲆまし常温に䨱してから
培養操作を遤ってください

1 Ⲇתす

�-1� ンドؙラッシャーにع BI を
         装㞄してください

�-�� ガラスアンプルをؙラッシュしてください

2 ⶴる

3-1� ؙラッシュしたバイアルを取り出し、
         ラكル部分を持って数㔐振ってください

3-�� 培養液がバイアルの底部まで
         浸透したか湡鋔で確認してください

3 䮶る

�-1�BI 挿入口の中に異物がないことを
       確認してください

�-��BIを挿入してください。
         判定までの婍り時間がؕウントダウン         
         され判定結果が ˑ��-˒ で表示されます

4 䯏す

鏣置ַ生物学的インジケータの判定穠卓 の然钠דת

オートリーダーを使用する日は使用点検として劢滅菌の BI	 コントٗール BI）を一本ず様の
手順で培養してください

剑䖓דת
ؘュהح
䳢תす

岣䠐✲갪 定劍的にعンؙسラٍءحー幠䰾ֻג׃さい

に寅れやֽאンドؙラッシャーの押しع
異物が➰いているとうまくBIがⶴれない場合が
あります。
定劍的にعンドؙラッシャーを幠䰾して押し
➰ֽをきれいにしてください。

ؙラءحュ

鄲 㞄

4

高庛岣䠐

岣䠐✲갪 すתֹד嶊갈דタンنثحタכー갈ؠـ

ꤿ性（）判定時やエラー検知の
ꥷ に 뒊 動 す る ブ ؠ ー 갈 は タ ッ チ
ボタンのタッチ操作で姺ること
ができます。ブؠー갈の 0/�0''
設定の方法にאいては取扱説明書
を撑ください。

岣䠐✲갪 オートリーダーכ傈䌢的に点検ֻג׃さいオートリーダーの
準⪒

滅菌㐻の
⡲⹛ؙحؑث

生物学的インジケータ
の㛅균䩛갫

生物学的インジケータ
判定穠卓の然钠

䬃׃鴥זתい 䭷⯓דタثح

2～3猱
タثح



鏣置ַ生物学的インジケータの判定穠卓 の然钠דת
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岣䠐✲갪 㛅균幥 #I の 2 䏝䯏׃犜姺

判定דתの婍時間のカؐントダؐンの֮ה
判定穠卓ָ ˑ／ー˒ すת邌爙されד





٦

٦

٦ٕٗزٝ؝ #* ׃然钠䖓ծ徦蝑ⴻ㹀ך #* կׅתֹד㨣㛅균ך
ג׃⡲⹛ֻ׃٦ָ姻ت٦ٔز٦ؔ
ׅתְ

徦蝑׃ #*

זג׃⡲⹛ח٦ָ姻䌢ت٦ٔز٦ؔ
ְ〳腉䚍ָׅ֮ת

徦蝑ָ姻ֻ׃遤ַז〳腉䚍
ׅתָ֮

姻ֻ׃徦蝑ָהֹֿד爙ג׃
ׅתְ

ⴻ㹀穠卓鎸ꐮ׃ծさגׇ⢪欽׃⻉㷕涸؎ٝة٦؛آծ徦蝑鎸ꐮ秵ָחהさ呓ד
ְֻׁג׃⳿䩪ְח⢪欽鿇縭ծ徦蝑暟׃然钠הֿ֮

♧䏝㛅균穄ִ #* כהֿծⱄ䏝ⴻ㹀ׅג剏ִ׃䯏ח䯏Ⰵ〡ךⴽ
*#״ח٦ت٦ٔزկؔ٦ׇתֹד ⴻ㹀כ㔐湡ך㛅균ך剣⸬ׅדկ
㔐湡⟃꣬ך㛅균ד邌爙ׁⴻ㹀穠卓כ姻然זⴻ㹀ׇת֮כדկ

#* 㛅균䩛갫鋅湫׃ⱄ䏝٦ٕٗزٝ؝ #* ָֿ邌爙ׁח姻䌢חꥷ׃㛅균䩛갫鸐
կְׇֻׁ㉏ְさֶח٦ةٝإأؽ٦؟כ㜥さְזկ何㊣ְֻׁׁג׃然钠ה

徦蝑׃㐻勞כ⢪欽ׇח׆ⱄ䏝徦蝑遤ְֻׁגկ
կְׁ然钠ֻ׀חず儗갪✲ך♴⟄

�滅菌׃㐻勞にいהא麩ֲ点ָ֮תせַ
խ�徦蝑暟ְָ״א憛ְגծְ״א麊鯄儗ָꞿְ
խ�̔徦蝑㐻ך挿嗚ָ䗳銲ַׇת׃կ

Ύ�չ滅菌㐻の⡲⹛ؙحؑث 	1-2
պ罋に瑞の滅菌㐻ד倜׃い #I さいկֻג׃ⱄ䏝滅菌
խ�1�@㔐湡ך #* ָ ˑ˒٦爙זֲ״ך♴⟄�̔�׃⾱㔓ָ罋ִׅת
խխխˑ˒ָ⳿ꥷח鸐䌢״㢳ֻ琎鯹ַ׃דׇתְג׃
խխխ#* ַ׃דׇת֮כ㉏겗ח⢪欽倯岀װ縧ֹ㜥䨽ך
խխխ#* ַ׃ת׃㛅균ַג׃תⲆ
խ��@㔐湡ך #*  ˑ˒爙זֲ״ך♴⟄�̔�׃⾱㔓ָ罋ִׅת
խխխ⢪欽כة٦؛آٝ؎׃⢪欽劍ꣲⰻַׅד♶黝ⴖז㜥䨽ח⥂盖ַׇתְג׃
խխխ（讒ㅷך⩎ծ넝庛㢳弪ծ麓ꃐ⻉宏稆徦蝑㐻ך鵚⩸）

♳鎸ח׆ְך鑩䔲ְז׃㜥さכח䒦爡׀דת٦ةٝإأؽ٦؟鸬窃ְֻׁկ

判定׃ #I 邌爙され穠卓 穠卓の鍑ꅸ 䗳銲ז㼎䘔

٦ٕ欽ٗزٝ؝
#*

オートリーダーの
準⪒

滅菌㐻の
⡲⹛ؙحؑث

生物学的インジケータ
の㛅균䩛갫

生物学的インジケータ
判定穠卓の然钠
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過巉דוז寅厩׃㐻勞כ⼔洽欽ךꃋ稆
峤崭דוז⼧ⴓח峤崭ׅת׃կ

峤崭䖓כ⼧ⴓח✜斕ְֻׁג׃կ

⦐ղך徦蝑暟ך⚥䗰ח $* ג׃䯏Ⰵس٦ؕ
կְֻׁ

$* կְֻׁג׃琎鯹ח٦ٖزس٦ؕ

#* כ $* ח鄲勞⺪⢪欽ׅח筰♧הس٦ؕ
䘔ׄ黝ⴖז⺪鄲䕎䡾ד⺪鄲׃ծ⢪欽ג׃
կְֻׁ

#* կְֻׁג׃琎鯹ח٦ٖز

徦蝑㐻ח琎鯹ְֻׁג׃կ

徦蝑㐻ח琎鯹ְֻׁג׃կ

�庛䏝（40 ։ 50˫）
Ύ�儗（�0 ⴓ⟃♳ך嵴ֽ縧ֹ）
Ώ�慬䏝（1։ �）
�խ�1宏ꆀ 100NM 峤崭ח 1NM

♧菙㹺䏬欽ך〴䨽峤כד⼔洽寅כ
⼧ⴓח衅ׇתׇהկ⼔洽欽ך㼔欽
峤⢪ְֲ׳׃תկ

1 峤崭
徦蝑䖓ך㐻勞ך⥂盖遤ֲ㜥さכ搀蝑䚍
鄲⺪ד鄲勞俱⺪ז黝ⴖծ㐻勞א⥂
կֲ׳׃ת׃

2 ⺪鄲$I カーس䯏入
ˑ⼔洽植㜥ֶֽח徦蝑⥂鏾ٓس؎ؖך؎ٝ
הֿ1日1㔐⟃♳⢪欽ׅ*#כד˒�015
䱿㤺ׅתְג׃կ

3 #I の準⪒
徦蝑ח筰♧ה㐻勞徦蝑ׅכس٦ؕ*$ה*#
㐻ח琎鯹ׅת׃

4 滅菌

傈䌢の滅菌保証にאいג

⺪鄲勞⢪用Case.1

⺪鄲勞劢⢪用（滅菌䖓すּに⢪用するケース）Case.2

ꃋ稆峤崭のهイント

岣䠐✲갪
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剑媷徦ָꨇְ׃蝑♧筰ח徦蝑גג׃
ˑ㹋ꥷに菌ָ媷滅הֹֿד証僇˒

徦蝑䊨玎ך媷蝑⸬卓湫䱸涸ח嗚鏾ֹד㈓♧آٝ؎ך
կ生物学的ׅד䩛媮鏾ׅ⥂ծ搀蝑䚍֮דة٦؛

タリングصٌ

化学的
タリングصٌ

化学的インジケータテープの
䕵ⶴ

コラム �1

醱侧のインジケータ
⢪ג盖理する理歋

コラム �2

徦蝑ךꥷֻ״ח⢪⻉㷕涸؎ָׅٝדف٦ذة٦؛آծךف٦ذ㢌葿ך然钠
ف٦ذة٦؛آٝ؎կ⻉㷕涸ׇתֹדכהֿ鐰⣣ֻׅ׃姻颵ך徦蝑כדֽ
կ⻉㷕涸ׅדך⢪欽ׁד湡涸陎ⴽׅ㐻勞ך徦蝑幥ה劤勻ծ劢徦蝑כ
׃鸐麓㐻勞ָ徦蝑䊨玎ךכךֹדⴻ倖ג״ח㢌葿ךف٦ذة٦؛آٝ؎
徦蝑幥ׅדהְֲֿהֲַוַךךկ⻉㷕涸؎ٝךف٦ذة٦؛آ⢪欽ג״ח
劢徦蝑ך㐻勞ָ铎ג⢪欽ׁؙأָּֿٔה〳腉ׅדկ

滅菌䊨玎鸐麓׃ 菌ָ媷滅ֹד

化学的הֹ
インジケータテープ
ָ㢌葿׃

徦蝑⥂鏾חך醱侧ךة٦؛آٝ؎ך⢘欽ָ䗳銲כחךׁה椚歋ָׅ֮תկ
ג׃鐰⣣颵ך徦蝑ד鋔挿זծ殯ז䕵ⶴָ殯כة٦؛آٝ؎ך
ֻ׃姻颵ך徦蝑גׄכג׃ⴻ倖ח筨さ涸穠卓ךة٦؛آٝ؎ךגկⰋׅתְ
鐰⣣ׅדךֹדկ

徦蝑㐻➰ꥤ鏣⪒ך
ˑ⹛⡲然钠˒

徦蝑㐻ך庛䏝鎘٥㖇⸂鎘וז鄲縧ך暟椚涸ⵖ䖴ך
鎸ꐮוזկ

劢徦蝑ה徦蝑幥המ湡ד鋅ⴓֽ
ˑ⼔勞の陎ⴽ˒

徦蝑䊨玎ך鸐麓鋅噰דך穠卓ַ徦蝑ך颵ך
葺׃䝤כ׃鐰⣣ׇתֹדկ

⦐ղך徦蝑ؚحغծشذٝ؝ⰻךד
ˑ滅菌勴⟝のバラخキ検濼˒

⻉㷕涸؎ٝכس٦ؕة٦؛آ徦蝑庛䏝װ徦蝑儗וז
ꅾ銲ז勴⟝ח䘔ׅחֲ״鏣鎘ָׁׅתְג搀蝑
䚍ך⥂鏾ׇתֹדכկ

物理的
タリングصٌ 暟椚涸ة٦ًٓػ

（徦蝑㐻ך麊鯄鎸ꐮ）

⻉㷕涸؎ٝة٦؛آ
س٦ؕ

⻉㷕涸؎ٝة٦؛آ
ف٦ذ

欰暟㷕涸؎ٝة٦؛آ



オートリーダーへの電源接続を確認してください。
オートリーダーへ長時間電源が供給されていなかったので、
培養をしていた BIの判定結果は無効です。
施設の方針に従って新しいBI を使用して再滅菌してください。
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故障かな？と思ったら オートリーダーエラーコード表

装置の故障を検知している可能性があります。巻末のエラー
コード表もしくは取扱説明書のトラブルシューティング
ガイドを確認し、表示されているコードに合致する解決法
を実施してください。

ディスプレイにコード表示が出る
（C または E から始まる２桁のコード）

ディスプレイの表示がおかしい
（一部が点灯しない等）

BIを挿入しても判定が開始されない

培養ウェルに異物が入ってしまった

タッチボタンを押しても反応しない

BI を挿入していないのに
時々ディスプレイが反応している

電源プラグが本体にきちんと刺さっていることを確認して
ください。電源を抜き差し、再起動してください。解消
されない場合はディスプレイの故障の可能性があります。
弊社サービスセンターまでご連絡ください。

電源コードがきちんと刺さっていることを確認してくだ
さい。正しい向きでBIが挿入されているかを確認してくだ
さい。本装置に適合したBIのみを使用してください。解決
されない場合は弊社サービスセンターまでご連絡ください。

オートリーダーのタッチボタンは押し込むのではなく、
タッチパネルのように指先で軽くタッチした状態を数秒
維持することで反応する仕様です。上記の操作を試しても
ディスプレイ表示に反応がない場合は弊社サービスセンター
までご連絡ください。

直射日光などの強い光がオートリーダーに当たるとセンサー
が誤作動することがあります。オートリーダーの設置場所
を変更して解消されるか試してください。解消されない場合
は弊社サービスセンターまでご連絡ください。

簡単に取り出せない場合は無理に取り出そうとせず、弊社
サービスセンターまでご連絡ください。

オートリーダーが設定温度に到達するまで電源を投入したまま
保持してください。（通常、電源投入後 30 分程度で設定温度
に到達し、C1 表示が消えます。C1 の表示が数時間たっても消
えない場合などは弊社サービスセンターに連絡してください。)

BI を 10 秒以内にオートリーダーに挿し直してください。10 秒を
超えるとそれまでの測定データがリセットされてしまいます。
測定データがリセットされたBIは再度測定することができません。
施設の方針に従って新しい BI を使用して再滅菌してください。

オートリーダーが加温準備中
で設定温度に到達していない
ことを警告しています。

培養の途中に BI がオートリー
ダーから取り出されたことを
警告しています。

BIの培養中にオートリーダーの
温度が一時的に設定温度から
逸脱したことを警告しています。

（短時間の停電等）

紫色の培養液がバイアル底部
まで浸透していないことを警告
しています。

キャリブレーションの異常を
検出しています。

オートリーダーの温度制御の
異常を検知しています。

オートリーダーのメモリーの
異常を検知しています。

オートリーダーへの電源供給
に異常を検知しています。

光学読取りシステムの異常を
検知しています。

オートリーダーの温度昇温中に
BI が 挿入さ れ た こ と を 検 知
しています。

オートリーダーが自動で温度を調整します。設定温度に到達後、
培養が再開されます。

C6 の表示が消えるまで読取りは開始されません。オートリーダー
から BI を取り出し培養液がバイアルの底部まで浸透しているか
を確認してください。必要に応じて培養手順を繰り返し、培養
液がバイアル底部までに流れ込むように BI を振った後オート
リーダーに挿し直してください。培養済みの培地が黄色く変色
したＢＩを誤って挿入した場合もこのエラーが表示されます。
挿入した BI に誤りがないか再度ご確認ください。

弊社サービスセンターに連絡してください。

BI を取り出し、C1 表示が消えるまで待ってください。

電源を一旦切って入れ直し、オートリーダーを再起動してくだ
さい。エラーが解消されない場合、弊社サービスセンターに連絡
してください。

直射日光や強い光が直接当たる場所にオートリーダーを設置し
ている場合は設置場所を変更してください。電源を一旦切って
入れ直し、オートリーダーを再起動してください。エラーが解消
されない場合、弊社サービスセンターに連絡してください。エラー
の発生していない BI 挿入口は使用可能です。

電源を一旦切って入れ直し、オートリーダーを再起動してくだ
さい。エラーが解消されない場合、弊社サービスセンターに連絡
してください。

コーション／エラーの内容コード 解決方法

解決方法現象

490M サービスセンター 0120-999-512（平日9:00-17:00）
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３ＭTM  滅菌保証製品
３ＭTM アテストTM 超短時間判定用生物学的インジケータ

製品番号

1491

1492V

仕様

高圧蒸気滅菌（重力置換式）
適用範囲：132～135℃    3 分間以上    24 分判定

高圧蒸気滅菌（プレバキューム式）
適用範囲：132～135℃    4 分間以上    24 分判定

高圧蒸気滅菌用
適用：121～135℃
ISO11140-1 Type5 規格準拠  ムービングフロント判定方式
サイズ（幅 × 長さ）：19mm×51mm

入れ目

本／箱

３ＭTM アテストTM 高圧蒸気滅菌用化学的インテグレータ

製品番号

1243A

1243B

500

50

50

100

仕様
入れ目

枚／袋

高圧蒸気滅菌用
ISO11140-1 Type1 規格準拠

12×55

18×55

24×55

48×55

３ＭTM コンプライTM 化学的インテグレータテープ

インジケータ製品に
関するご相談、お問い合わせ

オートリーダーの故障、修理、点検に
関するお問い合わせ

製品番号

1322-12MM

1322-18MM

1322-24MM

1322-48MM

42

28

20

10

仕様
入れ目

巻／ケース
サイズ

幅（mm）× 長さ（m）

カスタマーコールセンター

0570-011-321（平日8:45-17:15）
490M サービスセンター

0120-999-512（平日9:00-17:00）
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